
01

02

03

04

05

06

07

08

01

02

03

04

05

06

07

08

　SDGsに取り組むことで、経営理念にも掲げている「すべてのステークホルダーから尊敬され愛さ
れる企業の頂点、No.1になる」ことを目指します。また、視力に関わる事業を展開してきましたが、
今後を見据え視力の提供にとどまらず、五感を通じて人々や社会に、喜びや幸せを感じていただける
ような企業を目標としています。これを読んでくださった方にも、身近にできることにチャレンジして
いただき、共に愛知県を盛り上げていきたいです。

企業担当者の想い

株式会社メニコンは、日本で初めて角膜コンタクトレンズの実用化に成功し、以来、コンタクトレンズのリーディングカンパニー

として業界をけん引してきた。高度管理医療機器に分類されるコンタクトレンズは、医療とは切っても切り離せない存在である。

メニコンは、「人にも動物にも環境にも優しい地球企業でありたい」と、SDGsが国連で採択される以前から動物の眼科医療分野

にも進出し、医療を軸として持続可能な社会を目指してきた。それは、「すべてのステークホルダーから尊敬され、愛される企業」

でいたいという経営理念に基づいている。その想いは今も変わらず、SDGs達成に向けて意欲的に取り組んでいる。

メニコンのSDGsの達成に向けた取組には、視力・環境・健康・社会という４つの柱がある。特に「視力」の柱には、コンタクト

レンズをより良い状態で使い続けてもらうための定額制サービス「メルスプラン」や近視進行抑制への取組など、オリジナリティ

溢れる取組がある。更には禁煙運動の推進、自社での研究から生まれたサプリメントや、コンタクトレンズのケア用品で培った酵素

技術を生かした稲わら分解促進材の開発など、視力だけにとどまらず、広く社会に貢献している。

　メニコンでは「非常識の中に新たな可能性がある」という社長の考えのもと、社内での様々な意見一つ一つを参考に、新たな

取組を生み出しているため、チャレンジする価値観が浸透し高まっている。この社風もSDGsの理念である「誰一人取り残さない

社会の実現」に合致する。

今後もメニコンは、視力の提供だけにとどまらず、コンタクトレンズのケア用品に関する研究をバイオ事業に活用したり、新たな

取組を生み出したりと、2030年に向けて様々な企業と共にSDGsの達成に向けた活動を続けていきたいと考えている。

ゼロから新たな価値を生み出すことで、
社会から愛され尊敬される創造型スペシャリスト企業へ

株式会社メニコン 名古屋市中区葵3-21-19 ［https://www.menicon.co.jp］

子どもたちの「食育」については、多くの社員と力を合わせ、想いを込めてプログラムを作ってい
ます。従業員参加型の、全社を挙げての取組という意識が強く、活動の一つ一つにはそんな社員の
心意気が表れています。長く活動を続けたり、コロナ禍で活動を行ったりすることの苦労は多いで
すが、実際に子どもたちの喜ぶ顔を見たり、美味しく野菜を食べてもらえたりすることはとても嬉しい
です。子どもたちの笑顔は、私たちの仕事の励みになります。

カゴメ株式会社

企業担当者の想い

カゴメ劇場・りりこわくわくプログラム

【本社】名古屋市中区錦3-14-15
【東京本社】東京都中央区日本橋浜町3-21-1 ［https://www.kagome.co.jp］

カゴメ株式会社は、創業当時から「自然の恵みを活かして、時代に先がけた深みのある価値を創造し、お客様の健康に貢献する」

という企業理念を持ち、この企業理念に基づいて、SDGsの誕生前から、幅広い世代を対象に健康的な食生活を営むための啓発

活動を従業員参加型で行っている。例えば、子ども向けの食育活動として、「カゴメ劇場」や「りりこわくわくプログラム」などを無償で

行い、これらの活動を通して食べ物への感謝の気持ちを育て、野菜好きになるきっかけを提供している。

「カゴメ劇場」は、歌とダンスで野菜好きになるきっかけを作るカゴメオリジナルのミュージカルで、1972年にはじまり、2019年度まで

に延べ約364万人が来場している。コロナ禍でも続けられ、2020、2021年度はオンラインで実施された。「りりこわくわくプログラム」は、

トマトジュース用のトマト「凛々子(りりこ)」などの苗を全国の小学校や保育園などに無償で提供し、栽培から調理までを体験する

プログラムである。全国的な広がりを見せており、2020年度は1,091校（園）が参加し、同年10月に実施した調査では、「プログラム実施

前後で比較すると野菜好きな児童が増えたと感じる」という実施校（園）が6割以上という結果が出ている。また、2019年度に

プログラムを実施した県内の小学校（２年生）では、給食を残す子どもが減り、家庭でも好き嫌いせずに野菜を食べようとしている

様子が見られた。「本プログラムを通じて子どもたちの野菜を愛おしむ心が育っていった」と多くの教育現場から報告されている。

　これからも、子どもに限らず様々な年代の方に野菜の魅力を伝え、健康的に豊かな生活を送っていただくことができるような、活動

を続けていきたいと考えている。

従業員参加型、全社を挙げての食育プログラムで
未来を担う子どもたちの成長に貢献
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カゴメ株式会社

コンタクトレンズ事業をはじめ、多方面で環境・健康・社会にも貢献
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  株式会社メニコン

近視進行抑制への取組（欧州で展開）
稲わら分解
促進材の開発

禁煙運動の推進
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